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木村栄吉教授追悼号に寄せて
商学部長 栗 田 健
故木村栄吉教授 は,1960年 以来,本 学部の専任教授 スタッフの一員 として会計監査論 を担当
してこられたが,1993年8月29日 に逝去 された。1988年 に病魔 に襲 われて以後,身 体 に不 自由
さを残 しておられたにもかかわらず,引 き続 き熱心に学生の指導に当たられ,学 部教育の充実に
貢献 されていた。このr商 学論叢」追悼号は先生の逝去 を悼み,そ の功績 を讃えるために編まれ
た ものである。
先生は1953年 に静岡大学文理学部経済科をご卒業後,本 学大学院商学研究科に進 まれ,修 士
課程を修了されると同時に本学の経理研究所 に勤務 されて,そ の後5ヵ 年間にわたって後進の指
導に当たられた。公認会計士試験の準備を中心 とするこの研究所での学生指導は,商 学部の教育
組織の重要な一環 を構成するものであり,先 生ははや くもこの段 階からわが学部の教育を担って
お られたといってよい。58年 に非常勤講師に就任 され,2年 後に専任講師 となられて以降は,
その親 しみやすいお人柄や骨身.を惜 しまないご努力によって,学 生にとってはかけがいのない教
師であ り続けられた。そ してその間に,学 生部員,学 生相談員,副 学生部長 と,本 学における学
生厚生のための役職 を学部 を代表 して担われ,学 生生活の充実のためにい とまな く奔走 された。
この面で も先生の本学 に対する貢献は,余 人をもってしては代え難い大 きな ものであったといわ
なければならない。
先生の温かい人柄 の恩恵は,し か しひとり学生にはとどまらず,わ れわれ商学部 に属す る教員,
さらには明治大学に奉職する教職員のすべてに及んでいたといってよい。先生が 日常的に接する
すべての人々 との間で明る く友好的な関係 を生みだ し,折 からの大学紛争や学内問題 によってと
もすれば反目が生み出されがちな刺 々しい緊張関係 をやわらげ,協 調の輪を広げて下さったこと
は,こ の間に大学が歩んできた長い困難な道程を思い返す とき,そ の苦 しい日々を切 り抜ける大
きな力の源 として,先 生の存在の貴重さをあらためて痛感させられる足跡であった。先生は教職
員組合の役員 にも選出されて,ご 自身の多忙 な教員生活にもかかわらず,教 職員全体の研究と生
活の条件の改善のために心 を砕かれ,見 返 りのない奉仕の活動 にその貴重な時間とエネルギーを
注 ぎ込まれた。寛い心の持ち主にのみ可能な日常が,先 生の日常であった。
私の菲才のため,専 門領域を異 にする先生の学問的業績 を紹介することはここではできないが,
先生はその学究生活 を通 じて日本会計研究学会に関与 され,そ の晩年には会計理論学会の役員と
してご活躍になった と灰 聞している。 この方面でも先生の恩恵は,わ れわれの場合 と同様,多 く
の人々の共有するところとなっていたことであろう。本学で会計学研究を通 じて先生 とよしみを
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結 ばれた人々を中心に編集 されたこの追悼号が,他 の数々の企画 と並 んで,先 生の業績を偲びそ
の足跡を次代 につなげる意義 を担 うことを念願してやまない。謹んで先生のご霊前 に供え,ご 冥
福 を祈るものである。
